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* NOHATA Rika: 国際交流基金関西国際センター日本語教育専門員．

















































































































2002 ウボン(東北部)で ‘金曜研修会’ 開講






































多く 46.0%，次に 31～35歳が 25.2%，26～30歳が 15.3%と続く．所属校の地域はバンコク周辺
が最も多く 34.4%，東北部 17.2%，中部 16.6%，北部 16.0%，南部 11.0%，東部 4.9%である．

































•日本語関連: ‘文法’ ‘漢字’ ‘読解’ ‘聴解’ ‘会話’ ‘作文’ ‘発音’ ‘ドリル’ ‘朗読’ ‘ビデオ
聴解’ ‘ボランティアとの活動’ ‘問題集解説’ ‘教科書本文読み’ ‘能力試験問題
解説’
•日本事情関連: ‘日本事情’ (‘ボランティアとの活動’ でも文化体験を扱う)
•教授法関連: ‘教授法’ ‘模擬授業’ ‘特別講義’
このように多様な科目を開講することによって学習項目をきめ細かく配分して指導を行ってお
り，‘発音’ ‘教科書音読’ ‘朗読’ など音声に関連する授業を長期間にわたって開講する，‘ドリ






8 3期生から 9期生の受験者 125名を対象とした結果である．
175タイにおける中等学校日本語教員養成講座の概要と追跡調査報告
(3) 自習時間の確保と活用




















































































バンコク日本文化センター内部資料によると，図 3に示すとおり 1994年(新規研修 1期生の研
修開始時)，5年後の 1999年，10年後の 2004年(研修終了時)にはそれぞれ 22校，97校，218
校の中等教育機関において日本語が開講されている．その中で新規研修修了生が日本語を開講し
た学校は，1999年は全体の 69.1%，2004年は 56.4%である．この 10年で新規研修修了生以外
の教員9が開講した学校数も急激に増えたが，新規研修による教員養成が日本語を開講する機関数
の増加の直接の要因となっていたことがわかる．


























































も異なる場合がある．また同じ学年でも，q と w や w と e など組み合わせた形で開講して
いる場合もある．
アンケートでは，修了生が日本語を開講した年と調査実施時(2004年 3月)を比較し，開講の形
がどのように変化したかを調査した．図 6はその結果を示したものである．図中の qwe の




we のように ‘活動’ としてのクラスが増えるなど，開講の形が拡大する傾向が見られること
がわかる．w→q (選択科目から第二外国語)，e→w (活動から選択科目)，ew→q
180 世界の日本語教育





























































4–3. 使 用 教 材
追跡調査アンケートでは，修了生の日本語クラスの使用教科書についても調査を行った．表 2
は，M4 (高校 1年生)，M5 (高校 2年生)，M6 (高校 3年生)のクラスそれぞれで使用されて
いる教科書の上位 3位までの教材名を示したものである．
表 2 使用教科書
M4 (高校 1年生) M5 (高校 2年生) M6 (高校 3年生)
1 あきこと友だち (70) あきこと友だち (56) あきこと友だち (33)
2 日本語あいうえお (17) みんなの日本語 (19) みんなの日本語 (15)
3
日本語よろしく (14) 日本語よろしく (13) 楽しく読もう (14)
みんなの日本語 (14)
(カッコ内は，学校数を表す)





















語’ というように 3科目担当するケースもある．また他の科目とあわせた 1週間の授業時間数を
質問したところ，全体の 74.2%が週に 15時間以上を担当しており，そのうち 20時間以上担当し






授業に入るかを質問した結果が表 3である．A は ‘主に授業そのものを担当する’ タイプであり，
B は ‘主にアシスタントとして授業や活動を手伝う’ タイプである．日本人が授業に入る形はほ
















B. 授業のアシスタント 17 51.5%
B. 文化活動のアシスタント 5 15.2%
B. 授業や文化活動の時のアシスタント 5 15.2%
A. 授業を担当する 3 9.1%
A. 授業を担当し，授業や文化活動のアシスタントもする 2 6.1%


















と ‘大丈夫だと思った’ という答えが見られた．しかし，いずれも ‘継続学習のための研修に参
加することでより自信が生まれてくる’ との回答であった． 特に ‘教える能力’ については ‘金・
土曜研修や訪日研修で学んだことが授業で応用でき，また同時に自身の教授経験を積むことによ
り能力が高くなってきた’ と答えている．また ‘新規研修で，研修直後に教える 1年間の授業を
担当できるだけの充分な教授能力が得られたと思うか’ という質問には，全員がほぼ同じ意見で
‘M4 (高校 1年生)を教える，つまり初めて日本語を教えるのに充分な力がついたと言える．し










査の結果では訪日研修に関する評価は特に高く，訪日研修参加後の ‘日本語能力’ および ‘教え





また ‘金・土曜研修’ および ‘通信での学習’ の効果および問題点をあげてもらったところ，
修了生からは，‘金・土曜研修’ に参加することは ‘日本語能力を高めることができる’ ‘問題が
あれば直接質問できる’ などの利点があげられた他，‘情報が得られる’ ‘みなで意見交換ができ
る’ など情報共有，情報交換の場としての役割も期待されていたことがわかった．所属機関から
は ‘研修を続けることによって知識が増える’ ‘授業の質を向上させられる’ などが効果としてあ
げられたが，その反面，‘金曜研修’ に出席させることについて ‘週 5日の時間割を 4日に収め
なければならない’ ‘(その先生の)担当の授業が多いと時間割を組み変えるのが難しい’ など，新
規研修に関する問題点と同様に業務に人員を欠くことから生じる職務上の問題点が指摘された．






て満足度が高く(4段階評価 ‘1とても満足’ ‘2まあまあ満足’ ‘3あまり満足していない’ ‘4全





‘継続学習のための研修に参加’→ ‘訪日研修’→ ‘継続学習のための研修に参加’ という図 2で












力’ の上位 3項目(複数回答)は ‘1. 聞く力 (71.0%)’ ‘2. 漢字 (64.4%)’ ‘3. 話す力 (61.7%)’
であり，四技能では聞く・話す能力に特に問題があると感じていることがわかった．‘教え方’ が
問題だと感じている修了生は 17.8% (9位)にとどまったが，この結果は ‘新規研修修了後・訪日





学習環境に関する問題点の上位 3項目は，‘1. 日本語を使う機会がなく忘れる’ ‘2. 仕事が忙
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